
平成２４年６月 岡山市教育委員会定例会 会議録

１ 開 催 日 平成２４年６月２６日 （火曜日）

開 会 １３時 ３０分
２ 開 会 及 び 閉 会

閉 会 １３時 ５３分

委 員 長 柳 原 正 文

委 員 渡 辺 勝 志

３ 出 席 委 員 委 員 塩 田 澄 子

委 員 曽 田 佳 代 子

委 員（教育長） 山 脇 健

４ 会 議 出 席 者

職 名 氏 名 職 名 氏 名

教育次長 水 野 博 宣 教育次長 橋 本 拓 治

統括審議監 鈴 木 康 義 審議監（学校教育担当） 福 島 治 子

審議監（生涯学習担当） 直 本 正 明 教育企画総務課長 長 瀬 尚 樹

次長（人事財務課長） 佐々木 辰 昭 学事課長 山 本 孝 治

指導課長 天 野 和 弘 指導課教育支援担当課長 山 﨑 克 磨

指導課人権教育担当課長 福 江 建 二 生涯学習課長 丸 川 康 一

文化財課長 乗 岡 実

事務局（教育企画総務課課長補佐） 高 木 宏 事務局 (教育企画総務課主査) 小 西 一 郎

５ 議 題 及 び 結 果

報告第１２号 専決処理の報告（平成２４年度岡山市一般会計補正予算（第１号）案（スポーツ
振興課分を除く）への同意について） 承 認

６ 教 育 長 等 の 報 告［平成２４年５月１２日（土）～平成２４年６月１５日（金）］

5/19 勘定口１号墳他発掘調査現地説明会 文化財課
5/19 埋蔵文化財講座遺跡が語る岡山の歴史第１回 文化財課
5/25 岡山市青少年育成協議会総会 生涯学習課
5/26 幼稚園の先生と遊ぼう 文化財課
5/27 さわやかコンサート 文化財課
5/29 ＰＴＡ人権教育推進リーダー研修会 指導課
6/1 いきいき学校園づくり 指導課
6/3 めだかの学校環境まつり 生涯学習課
6/5 いきいき学校園づくり 指導課
6/7 いきいき学校園づくり 指導課
6/8 いきいき学校園づくり 指導課



6/11 いきいき学校園づくり 指導課

渡辺委員 ○ 古墳の現地説明会について、読み方・場所・内容はどのようなものか。
文化財課長 ○ 読み方は「かんじょうぐちいちごうふん」と読む。所在地は東区瀬戸町になる。

ここは、山陽自動車道と中国縦貫自動車道を結ぶ県道「美作岡山道路」を建設す
るときの、山陽自動車道側のジャンクション兼インターチェンジ予定地である。
県道であるが、政令市になったため、岡山市が事業主体になる。文化財保護法の
理念からいうと、古墳をつぶさないで残してほしいということになるが、調整が
できないのでやむを得ず記録として残すための発掘調査を実施している。一連の
調査は一昨年から実施しているが、今回はこの古墳の調査が見頃になったので公
開した。古墳は、横穴式石室という古墳時代後期の岩室、石室があるタイプのも
ので、年代は６世紀の後半、聖徳太子が出てくる直前のもの。この時期の古墳の
特徴は、須恵器を使ったお祀りを一種の葬祭としてやっており、多くの須恵器が
出土している。金メッキをした耳飾りも出てきている。後期古墳の時代は、造山
古墳・金蔵山古墳よりも新しい年代になると、地元のボスのような広い階層まで
ここに埋葬されるようになってきている。規模は石室の幅が１．２ｍあり、旧瀬
戸町地域では比較的大きな後期古墳である。

曽田委員 ○ 青少年育成協議会の総会について、本年度の計画として何か大きな行事はある
のか。広報紙「いくせい」で発達障害者支援センターを特集していたが、育成協
議会とは何か業務で関係しているのか。

生涯学習課長 ○ 本年度重点的に行うことは、子供相談活動、社会参画活動の推進、地域活動の
促進を働きかけることなど。

審議監(生涯学習) ○ 委員の方からも折角できたのだから、発達障害者支援センターと事業連携でき
るところは、できるだけ連携していただきたいという要望もあるので、今後は積
極的に取り組んでいきたい。

塩田委員 ○ めだかの学校環境まつりに1,000人の参加者がいるが、どのような催しであっ
たのか。

生涯学習課長 ○ 就学前の子供がいる家族が大勢来られていた。ザリガニを小川へ放流して釣っ
たり、工作をしたり、旭川の河原で生き物観察・魚釣りなどの活動を行ったりし
た。

塩田委員 ○ 参加者の集めるのは大変だが、1,000人も集まったというのは広報がうまくい
ったのではないかと思われる。特別な広報を行ったのか。

生涯学習課長 ○ 広報紙に掲載したり、小学校にチラシを配ったりしたが、好天に恵まれたこと
も来場者が増えた要因に挙げられる。

審議監(生涯学習) ○ 会場を訪れてみたが、大勢の人で、竹細工やパン作りのコーナーでは行列がで
きるほど賑わっていた。ＰＲも少し工夫をして、積極的に学校に働きかけなども
したことがよかったと思われる。

渡辺委員 ○ ＰＴＡ人権教育推進リーダー研修会について、リーダーはどんな役割をしてい
るのか。また、研修会の内容はどのようなものか。

人権教育担当課長 ○ ＰＴＡ人権教育推進リーダーは、ＰＴＡの役員で各学校でのＰＴＡの人権研修
の企画、運営等を主体的に行っている。研修会には各学校のＰＴＡから１人ずつ
参加し、人権教育の研修の説明や「子供の自尊感情を育む人権教育」と題する講
演を行った。また、提供できる研修資料についてもお知らせしている。

渡辺委員 ○ 研修会で学んだことを各学校の人権教育で実践するようになるのか。
人権教育担当課長 ○ そのようになる。研修会では、研修の仕方やＰＴＡ役員対象の研修講座の紹介

も併せて行っている。

７ 議 事 の 大 要

委員長 ○ ６月定例岡山市教育委員会を開催する。
委員長 ○ 本日の傍聴希望者は１名いる。傍聴を許可してよいか。
全委員 ○ ＜承認＞
委員長 ○ 傍聴を認める。
委員長 ○ 日程第１、会期は本日１日限りとしてよいか。
全委員 ○ ＜承認＞
委員長 ○ 日程第２、５月定例会の議事録に問題はないか。
全委員 ○ ＜承認＞
委員長 ○ 日程第３、教育長等の報告、事業報告について質問はないか。

（会議録６「教育長等の報告」に記載）
委員長 ○ 議事に入る前に会議の公開・非公開について諮る。日程第４の報告第１３号及



び日程第５の第１８号議案は、附属機関等の委員の任免に関する事項として会議
規則第９条第１項第２号に該当する、日程第５の第１６号及び第１７号議案は、
任免、賞罰等職員の身分取扱いその他人事に関する事項として会議規則第９条第
１項第１号に該当するため非公開としてよいか。

全委員 ＜承認＞
委員長 ○ それでは先の議題は非公開とする。
委員長 ○ 日程第４、報告第１２号を報告願う。
人事財務課長 ○ 平成２４年度岡山市一般会計補正予算（第１号）案について専決処理したので

報告し、承認を求める。（文部科学省の委託事業（実践的防災教育総合支援事業）
による防災教育の実施に係るもの。報告第１２号の資料に沿って説明）

委員長 ○ 質問、意見はないか。
渡辺委員 ○ 当初及び補正予算の内容で西大寺中学校区を対象としている理由は何か。
教育支援担当課長 ○ 西大寺中校区は津波等の災害が予想される地域であること。また、小・中・高

・地域の方を交えての大規模な避難計画等を計画しているため。
曽田委員 ○ 昨日の報道に出ていた内容か。教育委員会事務局の職員が行くのかと思ったが、

資料を見ると現場の教員が行くようになっているので良いことだと思う。中学生
等とあるが、中学生も行くのか。

教育支援担当課長 ○ 教員が行くものと中学生が行くものは、別々の事業になる。「子ども防災能力
アップ事業」で管理職５名と事務局職員１名が視察をして、研修会で報告を行う。
中学生が行くのは、「災害ボランティア活動の推進支援事業」で、時期を別にし
て生徒会役員と引率教員、事務局職員１名が行く予定になっている。

曽田委員 ○ 良いことだと思うが、市内の全校の生徒会に呼びかけるのか。
教育支援担当課長 ○ 西大寺中の生徒会のみになる。
曽田委員 ○ 学んだことを他の学校にも広めてもらえれば、意義のある事業だと思う。この

事業は何年計画か、単年度事業なのか。
教育支援担当課長 ○ 単年度である。
曽田委員 ○ たまたま岡山市が選定されたのか、それとも手を挙げたのか。
教育支援担当課長 ○ この事業は、国の委託事業で、４月なって政令市が対象になる旨の連絡を受け、

急遽当初予定していたものに加えて取り組む計画を立てた。
曽田委員 ○ 政令市の教育委員の会合で仙台市の教育委員がかなり防災教育のことを語られ

ていた。この事業を通じて防災や危機管理が身近なものになれば良いことである。
教育支援担当課長 ○ 補足になるが、「防災に関する指導方法等の開発・普及等のための支援事業」

及び「学校防災アドバイザー活用事業」は全市対象である。
委員長 ○ 昨年教育長が静岡県磐田市に視察に行かれたが、防災の先端地に現場の教員が

行って学ぶというのは今年度が初めてになるのか。
教育支援担当課長 ○ 初めてになる。
教育長 ○ 今回は国の事業だが、来年度についてはまた考えることになる。
教育支援担当課長 ○ 「学校防災アドバイザー活用事業」については、今後全市的に進めていきたい。
教育長 ○ 議会でも専門家に学校の計画を見てもらう必要があるのではないかとの指摘を

受けている。
塩田委員 ○ 学校の危機管理マニュアルは、昨年の大震災の後改訂されているのか。
教育長 ○ 改訂されているが、専門家の意見を踏まえていない。各学校が地域を見て、ど

んな災害が起きるのか想定してやっているが、それが実際地域性に合って役に立
つのかという視点で見ていないのではないか、と言われる。

曽田委員 ○ これまでは学校だけで完結していたが、それだけでは済まなくなってきている。
委員長 ○ 防災に関して今回は委託事業で予算がついたが、来年度の予算要求時に本委員

会で大事なポイントは協議することになっているので、その際にまた防災のこと
は検討する必要がある。

委員長 ○ 報告第１２号を承認してよいか。
全委員 ○ ＜承認＞
委員長 ○ 報告第１２号を承認する。
委員長 ○ 以上で公開議案の審議はすべて終了する。

傍 聴 の 状 況

報 道 １ 名
一 般 ０ 名



平成２４年６月 岡山市教育委員会定例会（非公開） 会議録

１ 開 催 日 平成２４年６月２６日 （火曜日）

開 会 １３時 ５３分
２ 開 会 及 び 閉 会

閉 会 １５時 ４５分

委 員 長 柳 原 正 文

委 員 渡 辺 勝 志

３ 出 席 委 員 委 員 塩 田 澄 子

委 員 曽 田 佳 代 子

委 員（教育長） 山 脇 健

４ 会 議 出 席 者

職 名 氏 名 職 名 氏 名

教育次長 水 野 博 宣 教育次長 橋 本 拓 治

統括審議監 鈴 木 康 義 審議監（学校教育担当） 福 島 治 子

審議監（生涯学習担当） 直 本 正 明 教育企画総務課長 長 瀬 尚 樹

学事課長 山 本 孝 治 保健体育課長 三 宅 修 司

スポーツ振興課長 宗 光 英 明 事務局（教育企画総務課課長補佐） 高 木 宏

５ 議 題 及 び 結 果

報告第１３号 専決処理の報告（岡山市学校給食運営検討委員会委員の委嘱について）
承 認

第１６号議案 岡山市立学校の県費負担教職員の人事について 原案可決
第１７号議案 岡山市立学校の県費負担教職員の人事について 原案可決
第１８号議案 岡山市スポーツ推進審議会委員の委嘱について 原案可決


